














































































































35年 0．38 0．410．33 0．580．72 0．41 0．760．85 0．64
40年 0．78 0．93 0．58！．2！ L560．78 L371．54 1．09
45年 0．74 0．810．65 1．02 1．26 0．72 1．35 1．471．16
50年 1．57 1．841．21 L892．34 ！．23 2．30 2．601．78
55　年 1．67 2．02 1．21 2．31 2．83 1．532．47 2．801．95
（資料）第1表に同じ
第4表　有効求人倍率
45年度 富　山 1．63 岡　山 2．32 全　国 1．31
男2，02 女1．26 男2．61 女1。98 男ユ．59 女1．06
50年度 0．65 0．73 0．58
男0。75 女0．55男0．75 女0．71 男0．62 女0．53
51年度 0．71 0．68 0．62
52年度 0．61 0．64 0．53
53年度 0．69 0．70 0．58
54年度 0．82 0．87 0．73
55年度 0．75 0．91 0．71
男0．93 女0．57 男1．14 女0．67 男0．90 女0．49
56年度 0．71 0．90 0．65


















































































































































































































































































































































































































































45年 47 50 52 54
全産　業　計 21．5 18．9 15．8 15．0 ユ4．3
製造業計 21．3 17．6 ユ5．3 14．2 13．4
軽　　工　　業 25．1 21．4 17．9 18．6 ユ7．0
化　学工　業 17．5 ！4．3 12．0 10．3 10．4















































































































? 45 50 53 57
富　　　山
ｪ　　　山
28．0
Q6．0
36．1
Q5．4
29．4
Q4．8
31．8％
Q0．3
　一貫して富山がたかい。第一の指標とあわせて考えると，岡山では求人は
多いけれども，その仕事にあう人を職安がなかなか紹介できないという，ミ
スマッチが生じているといえよう。
（ウ〉労働市場に出たことのない人の求職
　つぎに求職者にしめる無業者の割合をみてみよう（新規常用求職者実態調
査）。ここでいう無業者は，「現在仕事をさがしている」から，国調などでは
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失業者になる。58年5月で，岡山　男　7．1％，女　17．4％，　富山　男
6．0％，女22．5％，全国男5．7％，女15．7％である。富山の女子のと
くに高い無業者比率がめだつ（57年5月も同様な結果である）。これも，まえ
とおなじように就職情報誌などが関係しているのかもしれない。ただ女子だ
けが異常に多い。そして無業者比率の高い年齢層は25～44歳である。なぜだ
ろうか？　第10表の職安経由率は女子が両県ほぼ同じである。そこで無業者
（国調では失業者）のうち，職安にf士事をさがしにくる人の割合が両県で等
しいと査定しても，おかしくはない。すると，職安利用率がかわらず，求職
者のうち「無業者」が多いのだから，富山女子には，それまで仕事のなかっ
た失業者が多いことになる。まとめると，富山女子の失業者は少ないが，そ
の失業者も，これから働こうという人が多い。このことも富山女子の労働力
率をたかめる原因かもしれない。しかし，決して気楽な失業ではなく，仕事
をぜひしようという求職者と考えた方がよい。その証拠に，第11表の就職率
は57年両県おなじだが，女子では富山　6．0％，岡山　5．3％と富山の方がよ
く就職している。
5　性・年齢別の失業率と有効求人倍率
　失業率と有効求人倍率の関係を性・年齢別にみてみる。性・年齢別の失業
率は国勢調査でわかる。性・年齢別の有効求人倍率は，毎年10月に各安定所
が集計している。ただし，有効求人に関しては，求人年齢の上限・下限によ
る数字から，年齢別の有効求人数が算出される（たとえば30－40歳男子の求
心が10件あれば，30－34歳に5件，35－39歳に5件というふうに割り振る）。
そこで55年の両県の失業率，有効求人倍率をくらべてみよう（図4，図5）。
簡単に結論だけを先にいえば，男女ともに，ある年齢層の失業率のちがいで，
おおきく失業率を異ならしめているとは言えない。（男子若年層で有意な差が
ありそうにみえるが，この年齢層の失業者数はすくないので，寄与率は小さ
いだろう。）有効求人倍率は，まず女子の場合，55年10月は全体としてほとん
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図4失業率（55年）
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　　図5　有効求人倍率（55年10月）
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ど差がない（富山　O．70，岡山　0．73）。しかし，求職の分析の（ア）でお』こ
なった，おなじ有効求人倍率でも富山の失業率が低くなるという推定は，20－
40歳台ではっきりと確かめられる。男子の場合は（富【」」0．99，岡山　1．18），
岡山の40代の倍率が高いことが格差の原園となっているようである。ただ失
業率は60歳以上をのぞき，すべての年齢層で岡山がたかい。くわえて有効求
人倍率に差のない年齢層でそうなのである。なぜ岡山男子の失業率が高いの
であろうか。というより，岡山も全国平均より低いのだから，なぜ富山男子
の失業率がこれほどまで低いのであろうか。
6　失業の深刻度
　男性が失業していれば，どうやって生活しているのだろうか。それも働き
盛りで妻子がいれば，生活は苦しいはずである。岡山と富山の差は，30－50
歳台でも大きい。考えられるのは，親の援助（あるいは貯金や資産）か妻の
就業である。前者のぼうが深刻でないと考えてよかろう。妻のはたらきで生
計を立てているのは，現在日本の収入の男女差をかんがえれば，やはり苦し
い生活である。
　これを国勢調査（55年度で接近してみる。夫婦のいる世帯で夫が非就業の世
帯をとる。たとえば岡山で，夫婦のいる普通世帯で夫が就業していない世帯
は，31，593ある。この31，593人の夫は，求職活動をしているかどうかによっ
て，完全失業者とそれ以外に分れる。陶山男子の完全失業者のうち，25歳以
一ヒの者は13，204人いる。完全失業者以外は，休業者か，老齢などによる非労
働力である。夫が非就業世帯の中の，働き盛りの年齢層の状況を知りたいの
で，18歳未満の子供がいる世帯にしぼる。この層では，さすがに数がへり，
岡山で4，105世帯である。ちなみに25－59歳男子の完全失業者数は9，803人で
ある。18歳未満の子がいる世帯のうち夫が働いていない世帯は，富山が0．87
％，岡山が1．65％である。失業率のちがいに対応しているようである。央が
非就業の世帯には，ふた通りある。すなわち，妻が働いているか否かである。
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夫が働いていない世帯のうち，妻が就業している世帯は，富山が61％，岡山が
48％である。富山の女子の労働力率が高いことも影響しているかもしれない。
　しかし，まとめて考えてみると，妻の収入にたよる富山の男性が多いので
はなく，岡山で夫婦ともに働かないでも生活できる世帯が多いということで
ある。それも子供がいる世帯においてである。はじめに述べたように，この
世帯は深刻でないと考える（そして夫も一応，求職活動をしているとする）。
すると，岡山の男子の失業は，富山にくらべ，さほど切迫していないことに
なる。逆にいえば，富山県の男子の失業率が低いのは，失業すると，妻の収
入で生活をしなければならないという切迫感があるためである。
　岡山の男性が遊んで暮らしていけるという印象になったかもしれないので，
次のいささか突飛な仮説を検討してみよう。深刻でない失業者が一定程度い
るとして，かれらに遊ぶチャンスが多ければ，なかなか仕事につかないとす
る。つまり，レジャー機会の多寡が失業を左右すると考えよう。まず，一人
当りの興業入場料金をみてみると，富山が58円，岡山が179円である（国税庁
「税務統計速報」55年度）。これは先の仮説を裏づけるかにみえる。だが，こ
の指標を47都道府県でみてみると，西高東低の失業率の説明には全く不適当
である。また様々なレジャー施設数を人口当りでくらべてみると，岡山で多
いのは喫茶店ぐらいである。パチンコ店，映画館，ボウリング場は富山がす
こし多い。「バー」などは圧倒的に富山が多い。ゆえに，レジャー機会の有無
で，失業率を論じたり，労働力率のちがいを説明するのは，不適当である。
おわりに
　以上，岡山のほうが失業率も有効求人倍率もたかい理由として，暫定的に
つぎの3つが考えられる。（1）富山の製造業が資本集約的で，離転職がすくな
いため，失業率がひくい。なおかつ，これらの業種にくる求人のウエイトが
大きいため，労働集約的産業の多い岡山にくらべ，求人数が相対的にすくな
くなる。そのため有効求人倍率は富山がひくい。（2）富山の求職者には仕事を
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もっている人が多いので，有効求人倍率を一定としたときに失業率が小さく
なる。（3）富山の男子の失業率がひくいのは，いったん失業すると生活が苦し
いために，なかなか失業しないということが考えられる。
　岡山と富山には，両県以外にはみられない，ある言い過つまり方言がある。
京都をまんなかにして，西と北東へそれぞれ200km隔てているからかもしれ
　　（5）
ない。本稿では，産業構造のうえでの類似ということから出発し，いささか
突飛な比較をおこなったが，あんがい深いつながりのある二県だったのかも
しれない。富山と岡山は両県とも，現在テクノポリスの準備をすすめている。
　先端産業を育成し，雇用増をはかるとともに，産業構造の高度化をねらっ
ている。おなじような県が，同じような発展の道をあゆもうとしている。し
かし，これまでの分析から推測されることは，富山は失業率は低いが求人不
足だということである。北陸地方は失業率が低いから，有効需要政策は必要
ないという単純な結論は下せない。神代氏の結論と同じようだが，それを細
かく示せたのではないかと思っている。
（5）岡山方言の研究者　虫明吉治郎氏は，「行かレー」について全国調査をなされた。そ
　の結果，岡山と富山という何のつながりもない二県において，この言葉が拡がってい
　くのを発見し，驚きを示しておられる。方言の地域分布では，必ず歴史的になにかつ
　ながりがあるの1こ，珍しいケースだそうである。なお『岡山弁あれこれ』の初版（1978
　年）には，以上の研究がのせてあるが，普及版では簡単にふれてあるにすぎない。
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